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理由である。通時的には、この 3 者を取りあげることにより、19 世紀後半から 20 世紀後半ま
での時代のピューリタン系の典型的な社会思想を通観することができるからである。マック




先ず最初に、第 2 章では、この 3 者とピューリタン系の社会改革思想との関係を論ずること





























































































































































































































































































































































― 12 ― 
神であって、修道院においても、街頭においても、イエスの言葉はいつも労働階級を高めてき








































教会の社会的影響力は増大し、その運動が最高潮に達した 1910 年代には、20 年前と比べて、
教会員数がほぼ倍増したのである。（高城和義、1992 年、11－15 頁。） 


























































































































































― 18 ― 
傾向性に対して懸念を表明し、道徳絶対主義・法絶対主義・経済絶対主義・政治絶対主義のい
ずれにも属さないでそれらのバランスを考慮するのが、自分の立場であると表明している。（高









































られている行為のことをいうべきである。」（Max Weber, Wirtschaft und Gesellschaft, 1972, S.1. 以















る。」（賀川豊彦、全集第 11 巻、488 頁。） 
賀川は、このように、経済行為の発展の歴史を、生理経済の時代・心理経済の時代・意識経
済の時代の 3 段階に区分している。 


































































































































































































































う事実によってこの上なく明瞭に示されている。」（TSoSAⅡ, pp.732-733. 稲上 毅・厚東洋輔・
溝辺明男訳、140－141 頁。） 
単位行為は、目的・手段・条件・規範によって構成される。この準拠枠により、行為者は、
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